
市国民保護計画 令和６年度修正新旧対照表

新 旧 修正理由・備考

第１編 総 論

第３章 市の地理的、社会的特徴

３ 人口分布

市は広域利用圏の中央にあって、上田、小諸両市間に位置することから千曲川沿岸

工業地帯の中核都市であるが平成１９年以降人口は減少傾向にある。令和６年１０月

１日現在の住民基本台帳人口は２９，０５２人で、男性１４，４７１人、女性１４，

５８１人である。

人口密度は１ｋ㎡あたり２５８人であるが、山林が市の総面積の５６．０％を占め

ており、部分的には人口集中地区を形成している。

第１編 総 論

第３章 市の地理的、社会的特徴

３ 人口分布

市は広域利用圏の中央にあって、上田、小諸両市間に位置することから千曲川沿岸

工業地帯の中核都市であるが平成１９年以降人口は減少傾向にある。平成３０年１０

月１日現在の住民基本台帳人口は３０，２６１人で、男性１４，９４５人、女性１５，

３１６人である。

人口密度は１ｋ㎡あたり２７０人であるが、山林が市の総面積の４６．０％を占め

ており、部分的には人口集中地区を形成している。

令和６年１０月１日現

在の市勢により修正


